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さ
く
ら
重
嫁

九
月
十
六
日
は
敬
老
の
日
、
社
会
福
祉
法
人
御
薬
園

で
は
、
最
高
齢
百
五
歳
の
松
崎
ミ
チ
様

（短
期
入
所
）
、

を
筆
頭
に
、
百
寿
の
蔵
座
由
見
様

（桜
の
里
）
、
自
寿

の
黒
木
イ
ワ
コ
様
（桜
の
里
）
、
猪
ロ
シ
ヅ
メ
様
（デ
イ
）
、

卒
寿
の
渡
邊
渡
様

・
那
須
サ
エ
子
様

（グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
、
竹
本
岩
男
様

・
黒
蔵
ア
キ
ヨ
様

（短
期
入
所
）
、

岡
田
ス
ミ
子
様

・
竹
下
諒
子
様

・
西
英
喜
様

（デ
イ
）
、

米
寿
の
揚
村

ハ
ル
子
様

（桜
の
里
）
、
清
ロ
テ
ル
ヨ
様
・

宮
原
裕
様

（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
、
末
吉
文
子
様

（桜

な
み
き
）
、
藤
田
虎
夫
様

（短
期
入
所
）
、
飛
田
信
子
様
・

西
間
庭
ト
シ
子
様

。
的
場
イ
マ
様

（デ
イ
）
、
傘
寿
の

池
田
ク
ニ
エ
様

・
尾
方
エ
リ
様

・
幸
野
清
廣
様

（桜
の

里
）
、
碓
井
三
保
様

（短
期
入
所
）
、
椎
葉
玉
江
様

・
藤

瀬
武
様

（デ
イ
）
、
喜
寿

（七
十
七
歳
）
の
大
山
田
繁

様
（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
、
福
田
ミ
ツ
エ
様
（短
期
入
所
）
、

古
希
の
吉
村
イ
ネ
子
様

（デ
イ
）
を
始
め
と
し
て
、
桜

の
里
の
ご
利
用
者
の
皆
様
を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
様
も
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
り
、
会
の
後
半
に
は
昨
年
同
様
、
湯
前
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
様
が
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
敬
老
会

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ｃ

ご
利
用
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
末
長
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
Э

ξ

一

轟
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施設長挨拶イワコ様

黒蔵 アキヨ様竹下 諒子 様揚付 ハル子 様
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９
し

球
磨
郡
介
護
福
祉
施
設
パ
チ
ン
コ
大
会

第
１
回
桜
な
み
き

平 鴻 笥

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
桜
の
里
消
防
訓
練

防
訓
練

成
２６
年
１０
月
２９
日

平
成
２６
年
９
月
１６
日

毎
年
恒
例
の
球
磨
郡
内
介
護
福
祉
施
設
パ
チ
ン
コ
大
会
が
、
銀
馬
車
パ

レ
ス

あ
さ
ぎ
り
店
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜
の
里
か
ら
も
ご
利
用
者
皆
様
か

ら
選
ば
れ
た
精
鋭
の
皆
様
方
が
参
加
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
パ
チ
ン
コ
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
パ

チ

ン
コ
を
楽
し
ま
れ
る
ご
利
用
者

の
方
々
の
笑
顔

に
付

添

っ
た
職
員
に
も
笑
顔
が

こ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

桜
な
み
き
初
の
消
防
訓
練
を
十
月
二
十
九
日
の
夜
間

（午
後
七
時
）
よ
り
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
水
上
村
消
防
団
か
ら
五
十
五
名
の
団
員
の
方

に
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
「夜
間
に
二
階
か
ら
出
火
し

た
。

」
と
の
想
定
で
、
発
見

。
通
報

。
初
期
消
火

・
避
難

誘
導
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
に

ご
利
用
者
の
皆
様
、
職
員
も
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
上
球
磨
消
防
署

・
山
富
様
よ
り
、
迅

速
な
避
難
誘
導
の
必
要
性
と
的
確
な
消
防
団

へ
の
情
報

提
供
な
ど
の
連
携
の
必
要
性
を
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
元
消
防
団
の
皆
様
、
上
球
磨
消
防
署
員
の
皆
様
、

ご
協
力
並
び
に
指
導
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卜

平
成
２６
年
Ｈ
月
２８
日

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
消
防
訓
練
が
十

一
月
二
十
八
日
に

上
球
磨
消
防
署
ご
指
導
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
比
較
的
歩
行
機
能
な
ど
が
維

持
さ
れ
て
い
る
方
が
多

い
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に

は
迅
速
、
か

つ
安
全
に
避
難
誘
導
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
職
員
は
本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
な
表
情
で

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
上
球
磨
消
防
署
の
訓
練
指
導
担
当
職

員
様
に
訓
練
の
講
評
と
、
初
期
対
応

の
必
要
性
に
つ
い

て
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
球
磨
消
防
署
の

皆
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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騒麟弊瀬F摯峨考募康を驚1鶴
今年も岩野小学校の校庭にあ
みかんがたくさん実りました。午後かg曇り]彗
広がり少し肌寒くなつていましたが、こ利用者皆
様はかごいつぱいのみかんを岩野小学校の生徒た
ちと一緒に刈り取つて大喜びでした

響 tr機 1争 つ

今年も正月用の干し柿をデイサービスご利用者の
皆様にお願いしました。
たくさんの渋柿を皆様手際よく皮をむかれ、職員
と一緒に施設の軒下につるしました。桜の里の晩
秋の風物詩となつた干し柿作り、出来上がりが楽
しみです。

き莉南薯漂Iまま藉壼録 らや葎ふiして

形にしていくまで一連の作業を職員も一緒にな
り時には笑いながら、時には真剣に続けておら

れました。岩野公民館のご協力の下、これから
素焼きの工程に入り、絵付けを経て完成の予定
です。自分が作つた作品が形になる喜びを職員
も一緒に味わいたいと思います。

斃1.ま務
桜の里では、ユニットご利用者様により
季節の花を思い思いに行けておられます。
やはり、女性のご利用者様にとって毎回
この時間はは表情も活き活きとされ、一
緒に作業をする職員にとつても心和むひ
と時です。

― 亭了 顆 換 さ藉 碧 ミ は

「

―

二
｀
■■日困題■騨駐目■目 i

焼ぶ」続
11月 のある小春日和の日、水上村江代にある

い
もみ

じ公園 "に紅葉狩リドライブに出かけました。赤や
黄色に染まった公園内の本々を見られ、こ利用者様
皆様は感嘆の声をあげていらつしゃいました。

一
一
肝
毯
■
■
漱
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ボランテイアの皆様、お世話になι′ましたノ
麦の会様、石尾先生、ご多1亡 にもかかわらず、毎月ボランティアで

体操や踊り、そして季節の歌をご利用者皆様に披露されたり、一緒
に歌っていただいたり、本当にありがとうこざいます。こ利用者の

皆様も毎月その日が来るのを首を長くして待ち望んでおられます。

今後とも末永くご活動頂きますようお願い申し上げます。

石尾様のピアノで歌う会
(毎月)

麦の会様
(毎月 )

湯
前
町
民
生
委
員

施
設
見
学平

成
２６
年
Ｈ
月
Ｈ
日

湯
前
町
か
ら
民
生
委
員
の
皆
様
に

よ
る
桜

の
里
訪
間
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
施
設
を
見
学
さ
れ
た
後
は
、
湯

前
町
か
ら
の
ご
利
用
者
の
方
々
と
の

歓
談
の
時
間
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、

な

つ
か
し
い
音
話
に
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。
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社
会
福
祉
法
人

御
薬
園

平成 26年度

ご
利
用
者
家
族
交
流
会

平
成
２６
年
Ｈ
月
２３
日

社
会
福
祉
法
人
御
薬
園
ご
利
用
者
様

及
び
ご
家
族
様
と
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
の
皆
様
を
桜
の
里
に
お

招
き
し
、
パ
」利
用
者
家
族
交
流
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

交
流
会
に
先
立
ち
、
社
会
福
祉
法
人

御
薬
園
の
各
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
責

任
者
に
よ
る
事
業
内
容
の
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昼
食
を
兼
ね
て
、
ご
利
用

者
家
族
様
と
上
球
磨
地
域
包
括
支

援

セ
ン
タ
ー
職
員
様
、
施
設
職
員

（介
護

。
看
護
主
任
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
）

と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
懇
談

中
で
ご
家
族
様
か
ら
、
「要
介
護
状

態
が
軽
く
な

っ
て
も
施
設
入
居
を
続

け
ら
れ
る
の
か
。

」
、
「
地
域
の
人
達

の
中
に
は
施
設
利
用
料
金
を
、
高
い

も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
も
い

る
。
私
達
家
族
か
ら
も
地
域
の
人
達

に
対
し
て
施
設
利
用
に
関
し
て
正
し

い
情
報
を
伝
え
て
行
き
た
い
。

」
な

ど
、
親
身
な
質
問
や
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ご
質
問
に
対
し
て
は
椎
葉
施
設
長
以

下
各
担
当
者
か
ら
丁
寧
に
回
答
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

永
井
登

・
桜
の
里
家
族
会
長
様
も
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
社

会
福
祉
法
人
御
薬
園
利
用
者
家
族
交

流
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。
参
加
ご
家
族
様
か
ら
は

「他
の

家
族
や
職
員
さ
ん
と
話
し
た
り
、
職

員
か
ら
の
説
明
や
質
問
に
対
す
る
答

え
を
い
た
だ
き
、
介
護
の
不
安
や
悩

み
が
軽
く
な

っ
た
。

」
、
「利
用
者
に

提
供
さ
れ
る
の
と
同
じ
食
事
が
で
き

て
と
て
も
良
か
っ
た
。
利
用
者
の
こ

と
を
よ
く
考
え
て
味
付
け
し
て
あ
り

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
来
年
も
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
。

」
な
ど
の
暖
か
い

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(車椅子の介助)」 についてお伝えします。

段差、坂道等における車椅子介助
◎段差を登る場合
車椅子の前部が引つ掛かりやすく衝撃がありますので、段
差の高さに応じて前輪を (車椅子下後部に出ているテッピ
ングレバーを踏んで)浮かせて準みましょう。

③段差を降りる場合
前輪から降ろすと前につんのめり危険です。後ろ向きに

なつて後輪から降ろすようにしましょう。
③急な坂の場合
登りで真つすぐに進むのが困難な急な上り坂では斜めにジ

グザグ走行しながら進みましょう。下りには利用者が放り

出されないよう後ろ向きにブレーキをかけながらゆつくり
と進みましょう。

車椅子の操作を誤ると大きな事故につながりかねません。屋

外はもちろん屋内でも危険がいつぱいです。一人で介助が困

難な場合は無理をせず必ず応援を依頼するなど安全な介助を

心がけましょう。

〔
一

桜の里居宅介護支援事業所 猪原 清

今回はこ「在宅介護の留意点その5

介護を必要とする方の移動手段としての車椅子は介助する側の負担を軽減させる意味でも

その存在は欠かせません。車椅子の特性をしつかり把握して有効に活用しましょう。

車椅子の点検
◎タイヤの空気圧が正常かチェックしましょう。

◎タイヤにブレがなくまつすぐ進むかチェックしましょう。

③ブレーキがしつかり効くかチェックしましょう。

◎身体にフィットしているか、各部に破損や亀裂がないか
チェックしましょう。

車椅子走行上の注意点
◎介助者からは前輪やフットレスト付近が死角になりやすい

ので、障害物や人の足にぶつけないよう注意しましょう。

◎狭い通路などを曲がる時に、内輪差が生じますので大回り
する等の注意が必要です。

◎利用者の手がタイヤに巻き込まれたり障害物に当たらない
よう注意しましょう。
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．

ｒ遅
「
ド
ヽ

「

11雌
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
年
９
月
以
降
に
ス
タ
ッ
フ
の
仲
間
入
り
を
し
た

伸 い
ゃ

―イ
鰊

轟 :埼

ぷ

丸目実代子
栄養課

西田 えみ子
栄養課

河村 啓明
栄養課

春日麻耶
栄養課

〔
｝

」歯
機

」
西

桜

多田 ちく
゛
さ

桜なみき

原田 美由紀
グループホーム

月 ボランティア※ 棚1養語物 ホヽーム桜の里 特別養諄秋ホーム桜なみき デイサ…ビス1隈の里 グループホーム桜の里 研修会 0その他

12月

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ピアプで歌おう(多良木町)

ジョイフル野菊(多良木BI)

クリスマス会(24日 )

餅つき (26日 )

忘年会 (す き焼き)

クリスマス会(24日 )

餅つき (26日 )

忘年会 (す き焼き)

クリスマス会(24日 )

餅つき (26日 )

忘年会 (す き焼き)

クリスマス会(24日 )

餅つき (26日 )

忘年会 (す き焼き)

御薬園グループ・ホームバージ開設

1月
麦の会 (湯前町他)

石尾先生ビアプで歌おう(多良木町)

初詣

救命救急講習会

初詣

救命救急講習会

初言旨

救命救急講習会 毅馨:ォ改定編竜己ョニ会 1桜
の里―周駅伝(25日 )

2月

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ビアプで歌おう(多良木ll)

歌すきボランティア(多良本田I)

消防∃練

節分豆まき (3日 )

節分豆まき (3日 )

)肖防訓練

節分豆まき (3日 )

節分豆まき (3日 )

※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

◎ご家族様ヘ


